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日　時：令和 2年 4月 25 日（土）12：10 ～ 13：00
会　場：リーガロイヤルホテル広島　第 9会場（32F　ダイヤモンド）
 
Optimizing Ulcerative Colitis management
活動性モニタリングと 5-ASA 製剤が果たす役割（仮）
 
司会：仲瀬裕志先生（札幌医科大学医学部 消化器内科学講座）
演者 1：髙木智久先生（京都府立医科大学 消化器内科） 
演者 2：加藤順先生（千葉大学医学部附属病院 内視鏡センター）
 
2) チラシ政策に関して
 つきましては、チラシ制作に関しまして下記ご案内申し上げます。
下記規定をご確認のうえ、ご作成ください。
 
＊「LS30：第 106 回日本消化器病学会総会　貴社名」での
　連名表記としてください。
 
＊学会のロゴマークは添付させていただくものをご利用ください。
 
＊チラシに必ずご表記いただくものとして、「JSGE のロゴ」「セミナータイトル」「個別演題名」「所属 /氏名」の記載をお願い致します。
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Optimizing the Management 
for Ulcerative Colitis
- モニタリングが拓く5-ASA治療の新時代 -

千葉大学大学院医学研究院　消化器内科学

第9会場（32F ダイヤモンド）

＊本セミナーは整理券制となります。
＊配付場所および日時等の詳細は、学会HPをご確認ください。


